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論文内容の要旨

進

本論文は，コルゲート円形導波管形円すいホーンに関する研究の成果をまとめたもので 7 章からな

っている。

第 1 章は序論であって，ゴルゲート円すいホーンに関する従来の研究の概要を述べると共に，本論

文であっかう問題との関連を述べこの分野における本論文の位置を明らかにしている。

第 2 章はアンテナへの応用を前提としたコルゲート円形導波管の解析結果について述べている。こ

こでは，従来明確で、なかったひれの厚み，コルゲート溝ピッチに対する設計基準を明確にするため，

コルゲート溝中の高次波，円筒部の空間高調波を考慮した解析を行ない，ひれの厚み，溝のピッチの

伝搬特性に及ぼす影響をコルゲート溝の呈するアドミタンスとの関連において明確にしている。

第 3 章はコルゲート円すいホーンの設計法について述べている。ここでは，ホーンの開口分布に相

当する内径の大きなコルゲート円形導波管の横断面内電磁界分布が横方向位相定数k。とひれの内半径

aとの積koa!こよって決まることに着目し， koa を用いる設計法を与えている。これにより，ひれの厚

みを考慮にいれたコルゲート円すいホーンの設計が容易となった。

第 4 章はコルゲート円すいホーンの使用周波数帯の広帯域化について述べている。筆者は広帯域化

を図る一つの方法としてコルゲート円形導波管のひれの先端周辺に導体リングを装荷するリング装荷

コルゲート円形導波管を考案した。ここでは，この導波管をアンテナホーンに応用すると 1 オクター

ブ以上の周波数範囲にわたって優れた放射指向特性が得られることを理論的，実験的に明らかにして

いる。試作したリング装荷コルゲート円すいホーンは従来のコルゲート円すいホーンに比でて1. 35 

倍広帯域である。
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第 5 章はコルゲート円すいホーンの実用化に不可欠な円形導波管・コルゲート円すいホーン変換器

の特性改善，および，その設計法について述べている。

筆者は変換器の電圧定在波比特性の広帯域化を図るため，ひれの厚みを変える方式の変換器，およ

び，リング装荷コルゲート円形導波管を用いる方式の変換器を考案した。この結果， 1 オクターブの

周波数範囲にわたり良好な電圧定在波比特性を有する変換器を得ることが可能となった。また，電圧

インピーダンスを用いる変換器の設計法がこれらの変換器の設計に有効で、あることを実験的に明らか

にしている。

第 2 章から第 5 章までにおいてはコルゲート円すいホーンにわける主要モード波 (EH ll モード波)

に重点を置き論じている。しかし，コルゲート円すいホーンを広い周波数範囲にわたって用いる場合
には種々の高次モード波に対する考察が必要となる。第 6 章においては，これらの高次モード波の伝
搬特性を明らかにすると共に，放射指向特性，変換器の特性に及ぼす影響について考察し，コルゲー

ト円すいホーンを広帯域に用いるときの設計指針を与えている。

第 7 章は結論で，本研究で得られた成果を総括して述べている。

論文の審査結果の要旨

本論文はコルゲート円形導波管形円すいホーンの特性を検討して 設計基準を明確にするとともに，

使用周波数帯の広帯域化について考案を加え，試作を行って研究した成果をまとめたものである。ま

ずコルゲート円形導波管のひれの厚み コルゲート溝のピッチの伝搬特性 電磁界分布に及ぼす影響

を解析的に深く検討して コルゲート円すいホーンを設計する基準を明確にしている。つぎに使用周

波数帯を広帯域化するために，コルゲート導波管のひれの先端周辺に導体リングを装荷するリング装荷

コルゲート円形導波管を提案し，その伝搬特性と，これをアンテナホーンに応用したリング装荷コル

ゲート円すいホーンの放射特性を解析するとともに，試作器によって放射特性が広帯域にわたって改

善されていることを示している。また円形導波管からコルゲート円すいホーンへの変換器として，ひ

れの厚みを変える方式およびリング装荷コルゲート円形導波管を用いる方式による変換器を提案し，

広帯域にわたって電圧定在波比特性が改善されることを解析的に説明するとともに試作によって実証し

ている。これらの研究成果は広帯域にわたり良好な放射特性と定在波比が要求されるアンテナに効率

よく応用されるものであり，マイクロ波工学に寄与するところ多大で、ある。よって本論文は学位論文

として{面{直あるものと言忍める。
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